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今
月
１
日
。
、
「
第
２
回
被

災
地
間
相
互
交
流
公
開
フ
ォ

Ｌ
ラ
ム
～
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
て
」
が
岡
山
市
内
で

開
催
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
事
務
所
の

大
政
朋
子
所
長
が
・
「
起
こ
り

う
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
東
日
本
復

興
支
援
を
通
し
て
み
え
た
こ

と
」
と
題
し
基
調
講
演
。
「
東

日
本
大
震
災
の
震
災
か
ら
復

菅波　茂

リ
ボ
ー
ン
相
馬
の
青
田
茂
氏

が
報
告
し
た
。

　
引
き
続
き
「
高
知
悉
に
お

け
る
地
震
・
津
波
対
策
」
を

四
国
地
方
整
備
局
港
湾
空
港

企
雨
宮
の
東
平
仲
氏
、
「
海

外
支
援
の
受
け
入
れ
～
国
家

戦
略
特
区
構
想
」
を
公
益
財

団
法
人
都
市
化
研
究
公
室
理

事
長
の
光
多
長
座
氏
、
「
自

治
体
か
ら
の
報
告
～
将
来
の

被
災
の
可
能
性
に
向
け
て
の

興
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
↑
を
高

て
伝
え
だ
い
こ
と
」
を
南
三
知
県
医
療
政
策
謀
企
画
監
の

陸
商
業
復
興
計
画
策
定
委
員
豊
永
大
五
氏
、
須
崎
市
地
農

会
委
員
長
の
三
浦
洋
昭
氏
、
　
・
防
災
課
長
補
佐
の
楠
瀬
晃

高
田
大
隅
つ
ど
い
の
丘
商
店
氏
、
徳
島
県
医
療
戦
略
推
進

街
事
務
局
長
の
太
田
明
成
室
長
の
春
木
尚
登
氏
、
美
彼

氏
、
お
し
か
の
れ
ん
街
会
長
町
産
業
振
興
謀
由
岐
支
所
の

の
石
森
政
成
氏
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
浜
大
吾
郎
氏
が
報
告
し
た
。

南
相
馬
【
か
し
ま
福
幸
商
店
　
最
後
の
フ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ

街
】
の
高
橋
秀
典
氏
、
七
の

市
商
店
街
の
岩
本
善
治
氏
、

ン
で
は
総
社
市
長
の
片
岡
聡

一
氏
、
岡
山
県
立
大
学
長
の

徳島県などと締結災害支援協定一高知･
辻
英
明
氏
、
高
知
県
危
機
管

理
部
副
部
長
の
橋
口
欣
二

氏
、
美
波
町
消
防
防
災
課
長

の
橋
本
一
瞬
氏
、
笠
岡
市
笠

岡
本
通
商
店
街
の
加
藤
秀
雄

氏
、
南
三
陸
志
津
川
復
興
名

店
街
運
営
組
合
組
合
長
の
阿

部
忠
彦
氏
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
槌

健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

の
佐
々
木
賀
奈
子
氏
が
加
わ

り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
と
議

論
を
踏
ま
え
て
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

南
海
ト
ラ
フ
地
震
災
害
支
援
と
も
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
支
援

岡
山
寡
百
」
が
採
択
さ
れ
た
協
定
に
署
名
。
翌
３
日
に
は

こ
と
を
報
告
し
た
い
。
　
　
徳
島
県
庁
に
て
、
飯
泉
嘉
門

　
昨
年
１
９
一
月
2
6
日
。
高
知
県
知
事
、
大
西
康
生
阿
波
銀
行

庁
で
尾
崎
正
直
知
事
と
大
規
取
締
役
と
三
者
で
の
災
害
時

模
災
当
時
支
援
協
定
に
署
名
協
定
に
署
名
し
、
影
治
信
良

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
高
美
波
町
長
と
も
協
定
を
結
ん

知
銀
行
と
の
災
害
時
融
資
枠
だ
。
　
　
　
　
。

戸
内
海
と
山
崩
れ
に
よ
る
道

路
使
用
不
可
。
前
者
に
関
し

て
瀬
戸
大
橋
が
使
用
不
可
の

時
に
は
、
船
舶
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
予
定
す
る
。
後
者
に

関
し
て
は
、
社
団
法
人
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

理
事
長
の
片
山
敬
済
氏
や
大

の
設
定
が
成
立
。
今
月
２
日
。
　
阿
波
銀
行
と
高
知
銀
行
と
成
康
生
氏
に
よ
る
オ
ー
ト
バ

高
知
市
役
所
で
岡
崎
誠
也
高
は
、
災
害
発
生
時
に
最
高
３
イ
チ
ー
ム
の
緊
急
輸
送
で
あ

知
市
長
と
災
害
時
支
援
協
定

を
結
ん
だ
。
楠
瀬
耕
作
須
崎

０
０
０
万
円
ま
で
の
融
資
枠
る
。
加
え
て
、
第
二
次
後
方

の
設
定
が
完
了
し
た
。
南
海
支
援
拠
点
の
丸
亀
で
は
、
麻

ト
ラ
フ
地
震
で
四
国
は
孤
立
田
ヒ
デ
ミ
所
長
の
瀬
戸
健
診

す
る
。
外
部
か
ら
の
救
援
活
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
全
面
的
協
力

勣
が
届
く
ま
で
は
四
国
内
部
が
得
ら
れ
る
。
丸
亀
市
と
は

で
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
総
社
市
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
三
者

る
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
連
携
も
既
に
昨
夏
調
印
し
て

Ａ
が
支
援
を
予
定
し
て
い
る
お
り
、
本
当
に
心
強
い
限
り

高
知
、
徳
島
岡
県
各
５
ヵ
所
で
あ
る
。

の
避
難
所
、
岡
県
に
あ
る
第
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
日
本

一
次
後
方
支
援
拠
点
ａ
力
所
　
一
国
で
は
完
結
で
き
な
い
。

の
災
害
発
生
時
か
ら
Ｉ
～
２
光
多
氏
の
提
唱
の
よ
う
に
海

週
間
の
救
援
活
動
の
た
め
の
外
と
の
連
携
が
干
Ｉ
ワ
ー
ド

融
資
で
あ
る
。
・
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
特
に
台
湾
と
韓
国

　
Ｉ
週
間
以
内
に
高
知
県
と
で
あ
る
。
今
後
共
に
皆
様
方

徳
島
県
の
第
一
次
後
方
支
援
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

拠
点
に
駆
け
つ
け
る
た
め
に
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
瀬
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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